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家庭学習の充実に向けた実践を行っている学校の取組

「共通実践の継続」と「自己有用感の高揚」取組の特徴

田村市立船引小学校

【取組の概要】

家庭学習について教職員が共通理解を図り、共通実践を継続して行っている。また、

保護者と連携を図り、子どもたちの自己有用感を高める手立てを講じることで、意欲的

な自主学習への取組が生まれている。

１ 取組① 内容・方法を指導します

（１ 「手引き」に基づく、共通実践の徹底）

「 」「 」船引小学校学習のきまり 家庭学習の進め方

について、年度初めに教職員で共通理解の場をも

ち、共通実践を図っている。

自主学習の取組では、児童自身で設定した「め

あて 、取り組んだ内容についての「振り返り」を」

記入させている。教師は、改善へのアドバイスや

取組への称賛のコメントを記入し、自主学習への

意欲付けを図っている。

また 「現職だより」や「職員会議」で家庭学習、

への取組について、各学年間の取組に差が出ない

ように確認する機会を設けている。

（２）ノートの展示

素晴らしい取組をしている自主学習ノートを廊

下に展示するだけでなく、１冊目、２冊目と過去

のノートも並べている。同クラス、同学年だけで

なく、異学年のノートもいつでも見に行ける環境

が整っている。

＜お互いのノートを見合う１年生＞

取り組んだ内容について説明し合ってい

ます。

「○○ちゃん、きれいな字だね。」

「わたしは、たし算をやってきたんだ。」

「いっぱいやっていて、すごいね。」
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２ 取組② 協力・連携体制を築きます

（１）お便り・ホームページをとおした学校の取組の発信

。 、授業参観や学級懇談で家庭学習の現状や成果・課題を保護者と共有している また

実例を挙げて家庭学習の進め方を紹介している。さらに、学校のホームページに各学

年での取組を紹介することで、取組の経過を保護者に知らせるとともに、家庭学習へ

の関心を高めるようにしている。

（２）保護者の手が加わった自主学習ノート

学校から配付された「学習のきまり」と「家庭学習の約束」により我が子の家庭学

習に対する、保護者の意識が高まり、子どもの自主学習に一緒に取り組む事例が増え

てきた。下の例では、１年生の保護者が、一緒にめあてをつくり、問題を作成して丸

付けを行っている。また、５年生の保護者は、子どものめあてに沿った問題を作り、

答え合わせをしている。
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家庭学習の充実に向けた実践を行っている学校の取組

「学校目標達成ビジョン〈家庭版〉の作成」と「家庭との目標の共有」取組の特徴

浅川町立里白石小学校

【取組の概要】

子どもたちに「自己マネジメント能力」を育成すべく、家庭学習の取組はもちろん、

学校の教育活動全般において 「目標設定」と「振り返り」を大切にした教育活動を展、

開している。

１ 取組① 協力・連携体制を築いています

保護者への啓発

・ 授業参観全体会で「家庭学習スタンダード」を周知（校長、学年担当）

・ 「学校目標達成ビジョン〈家庭版〉の作成」と「家庭との目標の共有」

２ 取組② 内容・方法を指導しています

（１ 「目標設定」と「振り返り」）

①「家庭学習の記録カード」の活用

・ 昨年度から、全学年で、家庭

での学習の様子（学習、読書、

お手伝い、テレビやゲームの時

間 とともに 週のはじめに 家） 、 「

」、 、庭学習のめあて 週の終わりに

その「振り返り」を記入させる

ことで、自己マネジメント力の

育成につなげている （自己のよ。

さの自覚と発揮・改善）
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②「読書カード」の活用

・ 学校で毎朝１０分間の読書活

動を実施。家庭においても１０

。分以上の読書活動を行っている

・ 家庭学習同様 「目標」と「振、

り返り」を大切にしている。

（一月の目標冊数：低学年１５

、 、 ）冊 中学年１０冊 高学年８冊

※ 教科書教材に関連する図書リ

ストの準備 保護者からは 何。（ 、「

を読ませればよいか分かりやす

い」とたいへん好評）

（２ 「家庭学習の手引き」の活用）

・ 「家庭学習の手引き」には、家庭での学習の仕方や学習内容の例（パワーアッ

プ自主学習ガイド）を掲載。

・ ラミネート加工してノートに挟ませ、勉強する際に常に意識できるように配慮

している。

３ 取組③ 共通理解を図り指導しています

（１）家庭学習オリエンテーション、読書オリエンテーションの実施

・ 全校朝の会で「家庭学習 「読書」について担当がガイダンスを実施。」

・ 全校生に目的を伝え、一人一人に目標をもたせた上で、主体的に取り組むこと

ができるようにしている。

・ 全校生を対象にオリエンテーションを実施することで、学校全体（全児童、全

職員）で共通理解が図られ、ぶれない指導が可能になる。

・ 朝の全校集会時等に繰り返しオリエンテーションを行うことで定着を図る。

（２ 「家庭学習の手引き」の作成・配付）

学年に応じた「家庭学習の手引き （低学年・中学年・高学年）の作成・配付。」
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家庭学習の充実に向けた実践を行っている学校の取組

「３点固定」と「メディアコントロール」取組の特徴

須賀川市立仁井田中学校

【取組の概要】

、 。 、自主的に家庭学習に取り組む生徒は多いが 家庭学習の質を高めたい そのためにも

小・中学校の連携とともに、家庭・地域も巻き込んで、生徒の自己マネジメント力の向

上を目指して取り組んでいる。

１ 取組① 共通理解を図り指導しています

（１）中学校区での共通の取組

中学校区において以下の２点について連携を図った実践を行っている。

① 「３点固定 ：起床・就寝・学習開始時刻の固定」

② 「メディアコントロール ：スマートフォンやゲーム機等の望ましい使い方が」

できるよう家庭内での約束を定める。

（２）意識調査の実施

年度当初に、以下の目的で意識調査を実施した。

「 」① 各家庭における 家庭学習スタンダード

「３点固定 「メディアコントロール」の」

認知度把握

② 生徒の家庭学習状況の振り返り（ 家庭「

学習スタンダード」中面９つのチェック項

目「お子さんと一緒に家庭学習を振り返っ

てみませんか？」を活用）

意識調査の結果 「家庭学習スタンダード」、

等の認知度は決して高いとはいえない現状であ

った。

また、一方で、９つの項目中６項目で肯定的

な回答が上回るなど、家庭学習に対する意識の

高さが伺えた 今後は 県教育委員会作成の 家。 、 「

庭での学習・生活チェックシート」の活用を検

討している。生徒自身が学期ごとに振り返ると

ともに、一人一人の変容を見取り、様々な取組

について家庭や地域に発信していく予定である。

２ 取組➁ 内容・方法を指導しています

（１）家庭学習ノートの充実を図る取組

「家庭学習スタンダード」を基に、各学年の実態に応じて、学習のポイントを明記

した「自主学習の進め方の例」を配付している。

生徒は、この例を参考にしながら自主学習を進めているが、次第に 「自分なりの、

工夫」をする生徒が出てきている 「自主学習の進め方の例」は、あくまでも一つの。

モデルであり、生徒自身が、自分の個性を発揮して、より自分に適した自主学習の進

め方を確立することができるように、見取り、励ましている。
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、 、また 生徒会の学習委員が中心となり

、他の模範となる家庭学習ノートを選んで

廊下に掲示している。学習副委員長に話

を聞くと、どのような視点でノートを選

んだのか、明確に答えることができ、生

徒たちが自ら進んで活動している様子が

伝わってきた。掲示されたノートを見る

ことが、生徒自身が家庭学習ノートを振

り返る機会となっており、よい刺激とな

っている。

その他にも、互いの家庭学習ノートを

見合い、よい点や改善点を付箋に書き、

意見交流を行っている学級もある。

（２）家庭学習ノートと生活の記録の融合

家庭学習ノートの上部に、毎日

の生活の記録を貼り付け、翌日の

予定や生活の反省 「３点固定」、

や「メディアコントロール」に関

する項目について記入させてい

る。その日の学習内容や翌日の予

定などが、家庭学習ノートを見る

だけで確認ができ、生徒自身が計

画的に家庭学習を行えるよう工夫

している。

今回は、多くの内
容が書かれていて、
赤ペンや青ペンな
どが効果的に使わ
れているノートに
注目しました。
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家庭学習の充実に向けた実践を行っている学校の取組

「１２の約束 、学びの質の転換取組の特徴 」

郡山市立逢瀬中学校

【取組の概要】

小規模校の「よさ 、生徒の「よさ」を生かし、一人ひとりを伸ばす学校を目指し、」

きめ細かな指導にチームとして取り組んでいる。また、小・中学校の連携とともに地域

との連携も密にして、保護者・地域と共に歩む学校づくりを行い、地域全体で生徒の自

己マネジメント力の向上に取り組んでいる。

１ 取組① 協力・連携体制を築いています

（１）中学校区３校での共通の取組

中学校区３校において「１２の約束」を作成し、児童生徒及び各家庭に配付してい

る 「１２の約束」は「学習の約束」と「生活の約束」それぞれ６つの約束から構成。

されており、９年間

を通して学習習慣、

生活習慣の確立を目

指している。発達段

階に応じて４パター

ン（小学校低・中・

高、中学校）用意さ

れており、小学校段

階においては、子ど

もに対する家庭での

働きかけを具体的に

例示し、家庭での協

力が得られるよう配

慮している。

また、中学校段階

においては、生徒の

自主性を育てるため

「１２の約束」につ

いて繰り返し指導を

行っている。

小規模学校のよさ

を生かし、一人一人

の家庭学習の様子を

丁寧に見取ることで

子どもを伸ばす学校

づくりを目指してい

る。



- 18 -

（２）３校合同でのＰＴＡ連絡協議会や学校評議員会の実施による連携体制の確立

小中連携の充実を図り、授業や部活動の交流や中学校教員による出前授業など、児

童生徒の交流活動を積極的に行ったり、３校の全教員が集まり授業研究会を行い、指

導力向上に努めたりしている。さらに 「１２の約束」を家庭だけではなく地域にも、

配布したり、３校合同のＰＴＡ連絡協議会や学校評議員会を実施して、学校と家庭、

地域が教育活動の成果や課題を共有したりするなど、地域全体で一丸となり、児童生

徒の教育に取り組んでいる。

２ 取組➁ 内容・方法を指導しています

学びの習熟・発展を図る内容への質の転換

① 家庭学習スタンダード の 自分を知る ・ 計画する ・ 自「 」 （ ） （ ） （Research Plan Do
ら学習する）に重点を置き、小学校での指導を引き継ぎ、学習の習慣化と質の向

上を図る指導を継続して行っている。家庭学習ノートに担任がコメントを記入し

称賛やアドバイスを行ったり、見本となる家庭学習ノートを教室や廊下に掲示し

、 、 。たりするなど 生徒の取組を認め 伸ばしていくことに全職員で取り組んでいる

継続して取り組んできたことにより、自分自身の課題に気付き、その課題を解決

するために学習内容を工夫する姿が見られ、家庭学習の質の転換が図られてきて

いる。その

成果が、全

国学力・学

習状況調査

や県学力調

査、ＮＲＴ

等にも表れ

ている。

② 家庭学習の充実を図るために いつも決まった場所で 計画した時間に テ、「 」「 」「

レビを消して」等、家庭での学習習慣の確立について、学年便りや保護者会等で

も家庭への協力を継続して呼びかけている。

③ 校長が朝学習で生徒に計算問題を出題し、解答を行うなど、管理職も含め全教

職員が一丸となって、生徒の学力向上に取り組んでいる。また、学校図書館の充

実を図り 「朝の読書」だけでなく、家庭での読書「家読」の時間の確保にも努、

めている。学校での学習環境づくりが家庭学習の基盤になると考え、学校全体で

取り組んでいる。
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家庭学習の充実に向けた実践を行っている学校の取組

全国学力・学習状況調査等やＱＵの分析結果を生かした学校経営と保護者取組の特徴

と協力した家庭学習の習慣化に向けた取組

白河市立白河第三小学校

【取組の概要】

全国学力・学習状況調査等や年間２回実施のＱＵの分析結果を基に、授業改善、授業

と家庭学習の接続、よりよい学級集団づくりを学校全体で行っている。

また 「家庭学習の手引き」や「○年生の家庭学習 「家庭学習・生活表」などを活、 」、

用して、保護者との協力体制を確立し、児童の家庭学習の習慣化に向けた取組を行って

いる。

１ 取組① 共通理解を図り指導しています

（１）全国学力・学習状況調査等の結果分析による授業改善と授業と家庭学習の接続に向

けた取組

全国学力・学習状況調査の実施後すぐに自校採点を行い、結果を分析している。そ

の他の学力調査等の結果も踏まえ、校内研修等において全教職員で成果と課題や今後

の指導について協議を行い、４月の段階で共通理解を図っている。それらを基に、授

業や「家庭学習の手引き」等を見直し 「子どもの心に火（意欲）を灯す」教育活動、

をモットーに学力向上に向けた取組を行っている。

＜学力向上グランドデザインの一部＞（２）ＱＵの分析結果を生

かしたよりよい学級集

団づくり

ＱＵを年間２回実施

し、その分析結果を基

に、人間関係づくりや

児童理解、授業改善の

方途を検討している。

また、構成的グループ

エンカウンターの実践

を通して、よりよい学

級集団づくりに学校全

体で取り組み、教育活

動全体の基盤としてい

る。
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２ 取組② 協力・連携体制を築いています

○ 保護者と協力した家庭学習の習慣化に向けた取組

年度当初、家庭に「家庭学習スタンダ ＜家庭学習の手引き＞

ード」に基づいて作成している「大切で

す！家庭学習（家庭学習の手引き 」を）

配付し、学年懇談会や学年だより等で、

、 、継続的に保護者へ周知することで 学校

家庭が協力して児童の家庭学習の習慣化

を図っている。

児童に対しては、どのように家庭学習

に取り組めばよいのかを 「○年生の家、

」 、 。庭学習 により 継続的に指導している

学年が進むに連れて学習時間が増えてい

くのはもちろんのこと、担任から指定さ

れた課題と自主学習の割合についても児

童自らが考え、中学校への接続を意識し

ながら、実践している。

３年生以上では 「家庭学習・生活表」、

を活用し、児童自身が自分の家庭学習や

生活を振り返るとともに、保護者にも意

識してもらえるよう働きかけを行ってい

る。

＜学習内容・時間の目安＞ ＜家庭学習・生活表＞


